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研究成果の概要（和文）： 本研究では、コンピュータの導入によって科学的方法に変化のみら

れた具体的な事例に関する歴史研究から、哲学的考察に進める手順をとった。まず、1940 年代

に行われていたパンチカード式計算機の天文学分野での科学計算への応用、また、医学分野に

おける EBM の普及の課程、全国共同利用機関としての大型計算機センターで行われた初期の

科学計算などを取り上げた。このうち、初期の科学計算に関してはウェブサイトにデータを公

開した。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project dealt with punched card method for scientific 

computing during the 1940’s, and the Evidence Based Medicine, and Mainframe Computer 

Centers in the universities and its usage as exampled the areas in scientific computing. It 

also developed a web application plat form and implemented a website for data sharing on 

scientific computing in the University of Tokyo’s Computing Center in the 1960’s and the 

1970’s. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

【本研究に関連する国内・国外の研究動向
と、本研究の射程】 

 

（１） 

コンピューティング史においては、

Scientific Computing（科学計算）の歴史
に関する事例研究が蓄積されてきた（cf. 

Stephen G. Nash ed., A History of 

scientific computing, Addison-Wesley, 

1990)。さらに近年では、コンピュータ利
用に依存した新しい分野の誕生に関して
考察した事例研究なども出てきた (cf. 
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Buhm Soon Park, “Chemistry by 

Computer: Machines and Ideas for 

Computational Chemistry,” Society of 

History of Technology annual 

conference 2009)。 

 

（２） 

科学的方法の合理性を論じるという哲
学的側面からは、参照すべきなのは科学史
のフレームワークである。それは以下の二
つの観点を有する。 

 

① （地動説と天動説といった）競合す
る複数の理論の間の選択が、どこま
で合理的と言えるのか。（クーンが提
起した）この種の問題では、科学的
方法が持つ「理論選択の道具」とい
う役割に焦点が当てられ、科学理論
の選択の歴史的事例が、どこまで、
どの点で「合理的」な方法に則って
行われてきたのか（ないし、こなか
ったのか）が問われてきた（cf. Kuhn 

(1962) The Structure of Scientific 

Method, Newton-Smith (1981) The 

Rationality of Science）。 

 

② 実験的「事実」が生み出されるプロ
セスにおいて、どこまで社会的な要
因が関与してきたのか。ラトゥー
ル・ウールガー、ピカリング、ギャ
リソンらは、この「事実生成のプロ
セス」において、様々な社会的な要
因が決定的な役割を果たしており、
「合理的な科学的方法」はむしろ脇
役でしかないことを（個々の科学の
事例に即して）示そうとした（cf. 

Latour, Woolgar, and Salk (1986) 

Laboratory Life, Pickering (1984) 

Constructing Quarks, Galison 

(1987) How Experiments End）。一
方、フランクリンやメイヨーは、そ
のプロセスにおいて合理的な方法が
大きな役割を果たしていると論じた
(Franklin (1986) The Neglect of 

Experiment, Mayo (1996) Error 

and the Growth of Experimental 

Knowledge)。 

 

これらの議論においては、「必ずしも合
理的とは言えない社会的要因」が（その影
響力をどれだけ大きく見積もるかどうか
は別として）注目を集めてきた。 

本研究は、この第二の流れの研究姿勢を
受け継ぐが、次の二点において特徴を有す
る。 

① これまで「科学的方法」として議論
の対象となってきたのは、主として、

「帰納法」「仮説演繹法」「アブダク
ション」（ミルの）「差異法」「一致
法」など、（広い意味での）「論理的
な推論」であった。それに対して本
研究では、コンピュータの導入によ
る、シミュレーション、各種の統計
的手法、データの可視化など、学問
の現場で用いられている、より具体
的な技法に焦点を当てる。 

② さらに本研究では、科学的方法の
「合理性」そのものを問う。科学的
方法は、実は、問題を抱えた前提に
もとづいていることが多い。例えば、
モンテカルロ法は、コンピュータソ
フトによって作り出された「擬似」
乱数を、あえて真正の乱数と見なす
ことで初めて有意味となる。また古
典統計学は、科学における実験・観
察・測定が頻度収束現象という意味
での確率事象であるという、それ自
身、原理的に検証しえない前提を持
つ。これらの前提を受け入れるべき
か否かを巡っては、今日でも議論が
絶えない。このような、問題をはら
んだ方法を有用だからと言って
軽々しく用いていいのか。そもそも、
ある方法は、どのような基準によっ
て有用だと判定できるのか。本研究
ではこうした問題の所在を認識し、
方法の合理性の内実を哲学的に分
析する。 

 

２． 研究の目的 

自然科学・数学・工学や社会科学はコン
ピュータの導入によって、20 世紀後半に
「革命的に」変化したと表現されることが
多い。しかしその変化のありようの実際は、
分野によって実に多様である。本研究はコ
ンピュータの導入と研究方法の変化の関
係や、コンピュータに関わる新しい研究分
野の誕生に注目し、どのようにして新たな
科学的研究方法が提案され、学界において
「合理的な方法」として確立されていった
のか、その歴史的・社会的プロセスを分析
し、さらに、その科学的方法の合理性の内
実を見定めることを目指す。 

 

３． 研究の方法 

本研究では、具体的な事例研究の対象と
して、コンピュータを導入して行われる
シミュレーションなどの統計的技法と、
コンピュータ科学そのものの学問的方法
論の確立過程をおもな研究対象とする。
この際、研究者の考えや価値判断のあり
よう、および事実関係の確認を行うため、
専門論文を分析の対象とするのみならず、
科学者が残した手稿の分析・関係者への



インタヴューといった多角的な方法を必
要に応じてとる。 

また本研究組織は、研究代表者がおもに
コンピューティング史研究の立場から、
事例を同時代的に位置付けながら分析し、
研究分担者が科学哲学の立場から、その
事例の中で展開している科学的方法論に
ついて考察を進めるという形で連携しな
がら研究を進めるという体制をとる。 

 
４． 研究成果 

 
（１） 
初年度は、パンチカード式計算機とその

科学における利用の実態について調査し、
その方法論に関する世界初の教科書を書
いたエッカートの方法論について、ミネソ
タ大学チャールズ・バベッジ・インスティ
テュートのアーカイブに残されているエ
ッカート自身の草稿等の検討を進め、9月
には、エッカートの方法論の成立過程に関
する研究を行ってきたカナダの研究者
Allan Olley 氏を迎えて京都大学において
研究会を行い意見交換した。また、これに
平行して行うことになっていたモンテカ
ルロ法の開発とその普及のプロセスに関
する研究については、普及のプロセスに関
して、プリンストン高等研究所のアーカイ
ブに残る気象学分野での利用に関する資
料の検討を進めた。 
 

（２） 
2011 年度は、秋にクリーブランドで行

われた国際学会（Society for Social 
Studies of Science 年次総会）で、研究
計画で目標としていたとおり、 EBM
（Evidence Based Medicine）と呼ばれる
科学的根拠に基づいた医療の方法論につ
いて、その手法の日本での定着過程に関す
る agenda のありようについての二件の学
会発表を行った。具体的には、喜多論文で
行った歴史的分析では、『今日の治療指針』
というスタンダードな治療法を記した刊
行物に記された内容を精査し、EBM の概念
が各医療分野でいつ頃から導入され、どの
ように受け入れられていったかについて
まとめた。その過程でイギリス型の EBM
の他、アメリカ型の EBM からの影響も確認
され、新しい手法が定着するまでの従来の
価値観との妥協・共栄の方策が探られてい
たことを明らかにした。また、出口論文で
展開した哲学的考察については、EBM とい
う手法そのものがコンピュータ（特にデー
タベース）の導入と不可分であることに加
えて、統計的手法そのものの妥当性が不問
にされている傾向にあることを明らかに
した。また、双方の論文とも Levels of 

Evidences の妥当性について問うという
視点を織り込んだ。この論点について、学
会の場を活用して、内外の研究者と意見交
換することができた。 
 

（３） 
最終年度は、Michael Mahoney の agenda

の概念を用い、コンピュータの導入による
科学方法論の変化について考察を進めた。
この成果については、これまでの国際学会
の発表内容とともに、シミュレーションの
歴史と哲学についての書籍のかたちにま
とめることとなった。 
また、日本の大学に設置された共同利用

機関である計算機センターにおいて、初期
にどのような科学計算が行われ、それぞれ
の分野において、コンピュータの必要性が
当時どのように語られていたかの記録を
資料化することの重要性が再認識された。 
そこで、助成期間を通じて改良を進めて

きた歴史的資料の整理を支援するツール
を活用し、東京大学大型計算機センターを
利用していた初期利用者の研究課題の一
覧を、同センター広報に載せられた研究課
題、および成果報告によりデータ化し、科
学計算に関する基礎的データを検索でき
るウェブサイトを作成し、公開した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、そのデータとともに、そもそも共

同利用機関としての大型計算機センター
を設置する理由がどのように論じられて
いたかが記録されている、日本学術会議の
記録や、他大学に設置された大型計算機セ
ンターの初期の利用実態の調査の結果、お
よび当時の学会誌や科学雑誌に載せられ
た科学計算に関する記事に現れた内容な
どを加えて、日本の初期の科学計算のあり
ようと、研究分野の方法論の変化をまとめ
た。これをアメリカの大学への大型計算機
導入に関する歴史研究（たとえば、William 
Aspray, “Arming American scientists: 



NSF and the provision of scientific 
computing facilities for universities, 
1950-1973”）で指摘されているように、
アメリカ政府がアメリカの科学研究が質
量ともに他国を凌駕するべく、大学に計算
機資源を配置していたことの影響が、他国
の側（ここれは日本）からどのように映っ
ていたのかという観点を踏まえて、分析し
た。この成果は 2013 年度秋の技術史学会
（SHOT Annual Meeting 2013）に採択され
発表することとなった。 
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2012, Sept. 14, 2012, National Tsing 

Hua University, Hsinchu, Taiwan 

③ Yasuo Deguchi, EBM and the levels of 

evidence, Annual meeting of Society for 

social studies of science, 2011, Nov. 3, 2011, 

Cleveland, OH, U.S.A.. 

④ Chigusa Kita, How EBM has been accepted 

and systematized in Japan, Annual 

meeting of Society for social studies of 

science, 2011, Nov. 3, 2011, Cleveland, OH, 
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〔その他〕 
ホームページ等 
東京大学大型計算機センター:初期の科学計
算について 
http://www.kitalab.org/facet/app/scuser
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